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外科資料蘭文断簡 その- 外科問考











ライデンで発行された第 6版と照合 して､和 14の 10の断簡の順序がわかった｡ 原本は
全 8巻からなり､巻 3ぽ Vandechirurgie' ｢外科について｣ という題名である｡
巻 3は176ページに始まり､その第-章 と第二章 とが和 14の 10の断簡 と一致する｡
断簡 1の最初には巻 3の序文が ｢外科問考第三之書著す虞は惣て外科の所業､諸の手事
の所為を分ち初心の学士をして悟す事を要とす｣と訳されている｡ 続 く第-章の題は
'Ⅰ.Capittel.BepalingderHeelkonstenhaardeelen'｢第一章.外科とその分野の定義｣
であるが､断簡に脱落 している｡ 第二章の題はⅠI.Capittelvan肌nstrumenten ｢第
二章.道具について｣である｡


















拠 している｡ (外科医の)師とその弟子による質問と応答か ら構成 されていて､書 き
写された文書ではこの質疑応答の構成は最初の2つの質問のみで見出される｡
脱落 している個所を付け加えるのに､ライデンでJacobusWilekeによって発行 された
第 6版 (1740年)を使用 した｡スペルに少 し違いがあるので､文書は多分第 6版以前の
版から書き写されている｡原本は全 8巻からなり､巻の3の一部だけが書き写されてい
る巻 3の題名は'Vandechirurgie' ｢外科について｣である｡ その前の巻 1は ｢解
剖学｣､巻 2は ｢健康と病気｣である｡ 巻 3は176ページに始まる｡














































































































































































































































































































































































































































































































































願上申上候横文字和解｣とは文化 6年 (1809)のへンドリック ヅーフによる風説書を
本木庄左衛門 (正栄)が写 して和訳 したものである｡長崎市立博物館にある譜厄利亜国
語和解､話厄利亜語林大成の草稿や抜稿そして排郎察鮮範の草稿も本木庄左衛門 (正栄)
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栄の筆とされているので､和 14の和文 も正栄であると考えた方がつ じつまがあう｡ た
だ謡厄利亜語林大成草稿の末尾に､構文 本木正栄書､言筆写 木村雅智と書かれて､そ
の上に紙が貼 られて消 してあるのが気にかかる｡ 正栄の筆とされていた訳文が代書され
ていた可能性もある｡ しかし見方を変えれば､正栄が書いた和 14の蘭文には彼自身が
訳を書き込むのが自然であるので､この断簡の存在は請厄利亜語林大成の草稿が正栄の
筆であることを支持 しているともいえる｡ もう一つの外科蘭文断簡 ･蘭 11も正栄が書
いたものであり､その和訳文である外科資料断簡 ･和 28も和 14と同じ筆跡である｡和1
4､請尼利亜語林大成の草稿や抜稿､そして排郎察僻範の草稿におけるカタカナの書 き
方はよく一致 しているので､正栄が 1和14の和文も書いたのであろう｡ 本木正栄は明
和 4年 (1767年)に生まれ､安永 7年 (1778年)稽古通詞に､寛政元年 (1789年)小通
詞見習となった｡父の本木家三代仁太夫良永の跡を寛政 6年 (1794年)に相続 した｡寛
政 10年 (1798年) 江戸番小通詞を勤めた｡ 正栄が江戸で天文方を勤めた文化 5年
(1808年)は長崎港にイギ リスのフェー トン号が侵入した年であった｡文化6年(1809年)､
長崎に帰 った正米はロシア語とイギリス語の修行を命ぜ られ大通詞 となった｡文化 11
年(1814年)に畢生の大作､譜厄利亜語林大成が完成 し､正栄はその翌年(1815年) に引
退 した｡ しかし文政 2年 (1819年)に再度出仕 し､文政 5年 (1822年)に逝去 した｡









で当時大変人気があったものである｡ 初版は1694年 (タイ トルページには 1693年 とあ
る)､アムステルダムでの発行､第 6版は1740年､ ライデンでの発行である｡ 第 6版 と
照合 して､和 14の 10の断簡の順序がわかった｡和 14の蘭文は第 6版 とは少 しスペルに
違いがあるので第 6版より前の版からの引用と思われる｡ 原本は全 8巻からなり､巻 3
ば Vandechirurgie' ｢外科について｣という題名である｡ 巻 3は176ページに始ま
り､その第-章と第二章とが和 14の 10の断簡と一致する｡
原本との照合結果
10ケの断簡 (ス1-10)は原本と照合 してス1､ス3､ス2､ス6､ス7､ス5､ ス
8､ス9､ス4､ス10の順であって､ス4とス10の間に欠落のある事がわかった｡
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や｣に入っている｡ これに ｢師､弟子に答て白く､病者に悪 き形容の有れば相鷹の手




zijnraspersofschraapers?の 2問がある｡ その位置は最後の設問Watzijn kogel-
1epels?の前である｡ 断簡には最後の質問部分 もなく､おそらく1､ 2枚の草稿が欠けて
いる｡
断簡の内容と意義





























8.大槻玄沢の研究 洋学史研究全編 思文閣出版 1991年｡
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